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る
忠
赏
な
る
社
#
.の
從
供
が
、
■最
大
な
る
利
^
を
收
め
て
、
最
大
な
る
財
産
を
®
樹
す
る
に
至
る
可
き
で
あ
る
* 

.

而
も
、
茜
ん
姑
、
■只
管
其
の
營
利
衝
動
か
ら
來
る
企
業
家
の
生
靡
费
俄
減
の
努
力
に
伴
ふ
暗
黑
面
を
顧
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
、 

"。蕾

^|:で

觀

资

本

7 G
■
啟
.土
が
收
聚
灌
霞
ん
ど
#
る
：激

極

的

資

本

翁
':
^

，は
，
屢
々
企
業
典
の
者
の
充
實
瘸
張
を
阻
锥
せ
ん
と
す
る
.の
傾
向
が
あ
る
。
而
し
.て
、
私
企
業
家
が
典
の
私
的
利
益
.の
誘
惑
に
ょ
つ
て
、
 

-其
の
行
爲
の
適
:1
1
*を
破
ら
れ
ノ
往
々
に
し
て
國
家
を
も
社
會
を
も
犧
牲
た
ら
し
め
ん
と
す
る
の
虞
れ
あ
る
の
時
、
.經
濟
方
面
に
於
け
る 

國
家
的
活
動
の
無
際
限
な
る
擴
張
が
主
張
せ
ら
れ
、
先
づ
一
定
の
莪
礎
的
齑
業
を
國
，營
に
移
さ
ん
と
す
る
の
.論
が
屢
々
提
唱
せ
ら
れ
る」 

.
の
で
あ
る
が
、
而
'も
、.
現
今
の
趨
勢
は
、
概
し
て
私
企
業
を
し
て
其
の
存
續
を
歡
持
せ
し
め
、
個
人
的
創
^r

と
努
力
と
.を
尊
重
し
、：
之 

‘れ
を
利
用
し
て
生
產
力
の
擴
充
を
企
圖
す
る
と
共
に
、
刺
潤
追
求
の
'願
望
が
利
己
的
反
社
會
的
な
る
性
質
を
帶
び
る
場
合
に
は
之
れ
を
'

:

抑
制
し
、

〉

：產
篥
に
對
本
名
■
家
的
兢
制
を
軋
低
し
1 '
之
れ
を.
:1._
て
國
家
的
目
的
と
國
民
的
福
利
ど
.
杧
奉
仕
せ
^
^

故
に
.叉

，
、
投

藝

本

及

び

疆

的

勞

働

に

» :
ず
.る

適

度

泠

報

酬

以
4 ;
に
利
潤
か_
當

性

は

：那

邊

：ま
'で

氣

認

せ

ら

：る
可
き
か
め
：调

題

は

生 

「

ず

る

。
，
殊

に

職

時
'に
^
ル
て
.は
箪
需
產
業：

の
#

ベ
す
が
國
營
に
非
ざ
る
限
け
.、
'軍

需

品

に

對

す

る

、需

要

の

緊

迫

性

其

.の
他
の
原
因
に
，基 

.い
て
.跳
議
す
る
異
常
な
る
利
潤
に
對
す
る
統
制
.の
問
題
を
緊
切
な
ら
し
め
る
。
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士

族

授

產

事

業

の

；撰
.範

ヤ
.あ
.る

と

、.
#來

は

他

國

人

)

が

賞

讃

じ.て

く

れ

る

、
al
形

縣

東

田.川

郡

廣

瀨•黑

川

：の
：
.雨

村
.
方
：に
：
创

始

さ

れ 

た

、
：
奮

鄕

內

策
' 當
峙

は.大

敗

藩
a：
'
'改

：稱
.さ
れ
大
泉
縣
丨
と
な
り 

..岡

、
：.俗

稱

は

後

田

林

丨

後

田

山

丨

後

田

‘へ
又
た
單
fo
o
:山
L
り

前
，

)

に
據
ると
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:截
ヶ
.岡

爛

墾

、の10
'
始
は
明
希
四
席
萍
未
：の
章
忙

_

'(

莊
内〗

藩
膠
并
忠
资
>
亦
本
^;
を
免
ぜ』

抝
、
_

な
常
備
兵
れ
^

だに藩_新戰亂の後を承け
、國カ

.

(

庇
，

2

蓮
疲
弊
せ
る
に
士
族
は
其
の
穀
祿
を
金
祿
と
せ
ら
れ
、
受
く
る
所
從
來
の
三
分
の 

i

忆
減
ぜ
し
か
ば
、

一
時
報
國
の
目
途
を
乂
ひ
*
衣
食
の
#
に
迷
は
ん
と
す
る
の
狀
'あ
り
。
此
の
時
、
菅

Q
:太
右
衛
門〕

實
秀
3C 

’

(

補
1
¥

田
縣
權
大
參
事
の
_
に
あ
り
、
深
ぐ
士
族
の
現
狀
を
察
し
之
が
救
濟
の
道
を
苦
激
し
、(

東
京
に
て〕

南
洲
翁
»
麟
に
謀
り
縣 

た
不
毛
め
_

^
挪
.下
砍
>
士
张
わ
勸
獎
1.
で
開
«
に
«
事
％
し
姆
沿
'お
求
3

'1

は
以
て
づ
(»
ヵ
，食
9
途
を
说
き
、.
藩
祖(

^

^

| ^
^

勝
?̂)

以
來
晃
批
涵
養
す
る
所
の
節
義
廉
恥
.の
風
尙
ほ
失
は
ざ
も
し
、

-
■f
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部
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四
0

〕

む
，に
ぁ
り
し
翁
、
深
く
之
を
賛
襄
せ
ら
る
.0
菅
片
窖
び
任
に
酒
田(

|

|
所)

に
.'赴

き

、
，專

ら

開

墾

の

，準

備

に

從

事

せ

り

(

一
頁)(

|
:
^
.

.

引
用
文
小 c.:,
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B
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パ
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は
予
の
^
以
下
同W
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-

と
ぁ
る
の
み
で
W

S

,

幹
部
の
•其
苦
心
狀
.態
を
具
體
的
に
述
.ベ
て
居
.ら
ぬ
の
が
、
物
足
ら
ぬ
感
じ
を
す
る
。
舜
に
营
氏
等
と
密
接

の
先
驅
と
思
は
れ
，る
贿
鹿
事
業
の
.桑
園
•茶
園
•
經
營
の
爲
に
種
'々
準
備
エ
#
を
明
ぬ
ー
ー
¥
ょ
り
.を
や
つ
て
‘居
つ
た
ら
し
い
の
に
も
枸
ら
::
' 

ず
、一

筆
も
此
事
に
觸
弋
な
い
_
.の
は
、
其
資
料
が
無
か
つ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
が
。
就
は
上
野
莲
作
氏
等
所
藏
、右
の
田
林
氏
等
の
資
料
を
. 

.左
に
祸
げ
帅
分
考
に
供
し
た
い
と
思
ふ
が
、
順
序
と
し
てr

松
岡
開
墾
履
歷』

(

l
x£
T

g

w

M

)

2

部
を
先
づ
掲
げ
て
置
く
"

時

I

ー
舊
雜
主
泗
井(

左
衞1

3
〕

紕m
l

t

時)

歐
洲
遊
學
ノ
途 

一
一
41
ラ

y

ト

、
ン
/
、

老

公

(

洒
并
左
衞
門
尉
忠
發
。
，|

.
の
|
2
;
£ 

ヲ
鄕
十；

！1

瞥
シ
、
此
擧
ヲ
聞
.キ
！ 
士
ヲ
招
キ
.

r

深
ク
其
志
ヲ
感
賓
シ
予
、
C

I

Vモ
亦
、
歐
洲
二
赴
ム
キ
勉
學
シ
.：.テ
他
0:
裏
恩
：|
{報

.：
' 
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-
'
;
_

K
，
M
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雜
.テ
^
^
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益
々
密
勵
シ
、先へソ少壯ニシテ事ニ耐

I

モノ三百猞名ヲ選ヒ、
六十餘名ヲ一

'

組ト，シ、凡
ソ
六
紐
ニ
分
チ
兵
器
ヲ
以
テ
農
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v
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三
ヶ
村
ノ
河
原
地
大
凡

三
，

.
萬
坪
ヲ
試
ミ
ト
シ
.テ
，
明
治
五
'年
壬
申
四
月
.中
旬
始
メ
テ
開
墾
ニ
從
事
シ
、
桑
苗
ヲ
植
.エ
其
ノ
東
、
赤
川
ノ
急
流
モ
瀕
ス
ル
%
以
テ 

五
百
間
#
ノ
長
堤
ヲ
築
キ
以
テ
水
害
ヲ
防
キ
_、
事
成
テ
更
ニ
後
田
林
ヲ
開
發
.セ
ンn

ト
ヲ
願
ヒ 
> 
乾
可
.ヲ
得
テ
士
族
卒
敗
凡
ソ
..三
千 

許

リ

、
.其

紐

ヲ

一

ニ
十
一
一
分
テ
組
如
ヲ
置
キ
、

俄
力
一
一
器
具
ヲ
改
良
シ
、
、
先
ッ
開

墾

地

二

 

二
直
線
ノ
道
ヲ
開
ク
ハ
Tf
c
'
m
?測
量
.歡
械
ア 

か
二
ア
ラK

樹
木
繁
茂
：大
日
ヲ
觅
ズ
、
僅
か
二
兎
溪
ヲ
通
ズ
ル
ノ
地
ナ
レ
、パ
兩
端
一
一
烽
火
ヲ
_
ケ
、
以
テ
直
遒
ノ
方
位
.ヲ

麻

リ

.、
：
：
凡 

:

ソ

：
一
ニ
道
.ヲ
作

リ̂

K

經

ト
'>
其

中

：デ

癀

劃

：シ
、

1

■萬

坪

ヲ

：

4

區
ト.

シ
"
凡

ソ

贪

士

贫

餘

區

：、
：

'地
所
：
,-
.險
勘
メ
差
.
7身
1
.依
テ
抽
籤
ヲ
以
_
,

テ
持
.チ
場
ヲ
宛
ム
.•'
第

一

ノ
籤
ヲ
得
、ル
者
，
、第
一
ノ
險
地
ヲ
受
ク
.ル
モ
ノ
ト
ス•

八
月
十
七
H
ヲ
以
テ
鍬
初
ト
ス
。
鐵
软
/
當
B

-3
.

P

木
.

ヲ伐リ茅ヲ莉リテ、
手
ツ
カ
ヲ
風
雨
ヲ
凌
ク
小
屋
ヲ
結
ビ
、之

_〖

起
臥

/'
>

- \

未
明
ヨ
リ
大

_

樹
ヲ
朴
シ
蟠
根

,

繫

シ

、
.
'
人

々

相
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.

ヒ
：
競

匕
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病
ヲ
忍
七
創
ヲ
包
爻
、
识テ先後テ

#

ヲ
0
_
'
ハ奴
 

'
V
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へ財ヲ出灸テ其人费テ助ヶゾト請マ者アリ

^

後
闺
林
ノ
反
別
大
凡
苜

^

餘
步
、

^

.
‘

.ギ
卒
均
：

.

シ.

、：
.

ゼ月十五旧

.

金
'

^

:  

'後
岡
ノ
名
稱
：

C

開
墾
/
初

、
：：，
舊

藩

老

公

(

滔
赞
忠
發>」

後

时

秣

*
經

塚

森
:,
-
登
リ
：諸

士

、
開

墾
/
狀

尹
^
^

;̂

午
.褒
訶
，ダ
與
へ
文
、
审
ラ
寒
デ
染
メ
、
松
ヶ
岡
ノ
三
字
.ヲ
小
惙

 

一

I

書
シ
立
ラ
レ
シ
ヨV

.M

來
、
松
ヶ
岡
：ヲ
：以
テ
.開
篓
地
/
-總
名
ト
ス
。 

と
あ
る
の
み
で
、
；
是
忙
名
田
林
氏
等
の
姓
名
は
見
當
ら
方
い
が
、

.

次
の
，

に
據
れ
ば
出
て
る
の
で
あ
る

P
IP

ち
、：

：

V

:

て
.
，
ち
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舊

冬

薄

衣

孫

右

衛

門

養

、
；馨

方

ぺ

兼

考

心

得

^:
在

候 

一1
付
、
--
.御
時
灌
深
奉
恐
察
、
：專
ら
御
揭
益
-.
罷
成
候
樣
品
々
心
付
候
次
第
‘
. 

;
:
:示

談

御

座

候

：、

〉

_
孰

：レ
. ^
尤

«
^
聞

へ
:#
次

ヴ

漏

、
•
諸

事

同

人

見

込

之

通

整

、
：
於

私

共

も

安

心

寵

桩

候

處

、
阑

ん

免

叉

、
；
：
邱

上

風

ク

成

業

齓

在

候

徵

と

"の
：：心

願

〗

1
'
^
^

示
談
御
掩
候
、
夫
々
談
判
仕
上
、
右
見
込
通
擊
e
候
は
、.
.

1

體
觀
國
之
御
都
<
«此
上
も
無
御
'座
義
と
奉
#
候
間
、
何
i

取
調
候
簾： 

■;
:

々
*
禅

渙

取

被

成

下.，
_
卞

知

御

座&
樣

仕

度
—

_
;-
'

:

'

.

ノ
，
' .

:
■

K
:

前
條
御
國
益
之
義
ニ
付
、
猶
私
共
柳
談
仕
候
紫
、
諸
人
之
安
靖
ヲ
、策
9
候
ニ
而
’
不
容
易
義
と
奉
存
上
候
得
共
、
孰
之
御
場
所 

•:
:
:-;
.
~
6も
不
港
之
場
所
見
立
乏
願
火
共
べ
被
塵
、,

病
紂
货
速
^
 

右
地
所
^;
分

拿

以

、「

村
方
之
與
内
-
爲
仕
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'.

''

何
士
間
之
.地
省
：4
も
場
所
と
根
定
_
1
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方
相
立
士
^

.

.

.

 

- 

. 

.

•
松ヶ阀開粲場

#

部s

苦心
. 

、
 

W

J

,
.
四
一〕



:v-
-:,
-
:
:
:'
v>
V': 
:
:「

s
v
'v
j 

，
パ
.
.
.
.
.
;
:
四

 r
r

.:'.

..」

- 
- 
. 

■  
- 

.
: 

ノ
ノ'-
- 

.

■.
■

;:-
畫

上

為

賣

：質

等

冬

追

灰

裏

名

田

畑

同

凝

~

.■'

.;茂

同

様

、
：

％

袋

i
*

益
：

威
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仕
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有
仕
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：奉#
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何

分
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熟
考
被
成
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御
座
候
樣
、
御
沙
汰
被
成
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窀
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懇
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縣
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嫌
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縣

ょ

：り

令

を

被

置

貌

事

伴

\ ^
^
^
^

-
8 ,
. ®
:氏

ょ
®
'談

合

有

之

俊

に

付

、

藤

兒

島

ょ

り

敵

立

：之

.雛

を

以

で

論

也

懸

け

‘

全

 

<
说
言
め
次
第
故
，
.先
生
御
案
勞
被
爲
^

再 

へ
"論
.し
置
，

■

て
^

マ
又
讯
遨
わ
生
じ
候
半
と
御
配
啟
御
座
猴
得
.共

：、
右

樣

成

立
.
_得

ば

：私

に

も

必

可

承

譯

柄

に

御

座

候

間

、

：
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縣
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懸
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縣
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縣
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縣
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蒙
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仕
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藏
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蒙
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右
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參
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萬
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懸
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双
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双
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仰
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□
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七
年
八
月
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不
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の
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、
金
井
義
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義
S
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井
允
薇C
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多
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！
一
一
郎

>

森
蘼
右
衞
門
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は
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洒
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縣
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間
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す
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嫉
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ぎ
ん
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で
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し
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人
：
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に
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す
ベ
I

の
な
り
と
暄
傅
し
愚
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を
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唆
煽
動
し
て
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に
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合
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遂
に
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衆
群
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し
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追
ら
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村
落
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張
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論
电
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め
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爲
し
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村
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廻
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極
力
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撫
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努
め
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れ
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擾
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む
。
而
し
て
金
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郞
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。
俗
に
之
を
ヮ
ッ
パ
一
件
と
稱
す
。
ゾ
ッ
パ
と
は
農
民
の
飯
盒
の
方
言
な
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濃
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